
長崎県立島原特別支援学校校歌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■作詞  上田 進    ■作曲  小川 明子 

  作詞は本校初代校長上田進氏で、児童生徒の 90％は、言語に障害をもち、内言、外言ともに著し

い遅滞がみられ、喃語や叫声がほとんどで、ア～ア～オ～オ～エ～エ～等、母音の長音発声、発語

が多い。それぞれ歌詞のはじめにこれを取り入れ、各節に校訓のげんき、なかよし、がんばるを繰

り返して記憶させるようにした。 

  歌詞の終わりには、命の尊厳を高め、「共に生きる豊かな学校」を目指して、ひかり、いのち、た

からの詞をもって結ぶ形で作詞された。 

  メロディーは、身体全体で表現できる、童謡調の簡単な親しみやすいものにした。 

  作曲は佐賀女子短大附属女子高校３年小川明子氏（音大志望）に学生の若い感覚でお願いし、元

県教育庁学校教育課指導主事の音楽の先生に一部修正していただいた。 


